
様式１

事業報告書
医療法人整理番号 01213
報告期間 自 令和7年4月1日

至 令和8年3月31日

1 事業報告書の概要
(1) 名称 医療法人財団聖十字会

分類① 財団
分類② その他
分類③

(2) 事務所の所在地 都道府県 熊本県
市区町村 熊本市
町名・番地 西区河内町船津８９７
建物名

従たる事務所の記載はこちら
(3) 設立認可年月日 昭和26年7月16日

(4) 設立登記年月日 昭和26年7月16日

(5) 理事長の氏名 姓 末永
名 英慈

役員及び評議員の人数 20 理事長を含む人数を記載すること。
役員及び評議員 記載はこちら

2 事業の概要
(1-1) 本来業務（病院、診療所） 記載はこちら
(1-2) 本来業務（介護老人保健施設、介護医療院） 記載はこちら
(2) 附帯業務 記載はこちら
(3) 収益業務 記載はこちら
(4) 記載はこちら

(5) 記載はこちら
(6) 記載はこちら
(7) 記載はこちら

(8) 記載はこちら 全ての指定内容について記載しても差し支えない。

(9) その他 記載はこちら 当該会計年度内に行われた工事、医療機器の購入又は
リース契約、診療科の新設又は廃止等を記載する。（任
意）

当該会計年度内に購入した医療機関債
当該会計年度内に開設（許可を含む）した主要な施設

当該会計年度内に他の法律、通知等において指定された内容

(5)、(6)については、医療機関債を発行又は購入する医
療法人が記載し、(7)以下については、病院、介護老人保
健施設又は介護医療院を開設する医療法人が記載し、
診療所のみを開設する医療法人は記載しなくても差し支え
ないこと。

分類①から③のそれぞれの項目（③は社団のみ。）につい
て、該当するものをリストから選択すること。（会計年度内
に変更があった場合は変更後。）
複数の事務所を有する場合は、主たる事務所と従たる事
務所を記載すること。

当該会計年度内に社員総会又は評議員会で議決又は同意した事項

当該会計年度内に発行した医療機関債



様式１︓1-(2)

事業報告書
1-(2) 従たる事務所の所在地
都道府県 市区町村 町名・番地 建物名
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1-(2) 従たる事務所の所在地
都道府県 市区町村 町名・番地 建物名
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様式１︓1-(5)

事業報告書
1-(5) 役員及び評議員

役職 姓 名 備考
理事 末永 英慈 理事長
理事 末永 英文 副理事長
理事 有馬 寿之 西日本病院管理者
理事 定永 恒明 聖ヶ塔病院管理者
理事 小須賀 健一 理事
理事 末永 正機 理事
理事 末永 文彦 理事
理事 末永 柚慈 理事
理事 田島 文博 理事
監事 森田 俊孝 理事
評議員 與儀 哲弘 医療従事者
評議員 湧田 久美子 医療従事者
評議員 伊東 龍志 医療を受ける者
評議員 山崎 千尋 医療を受ける者
評議員 中村 博昭 経営に見識を有する者
評議員 清水 泰三 経営に見識を有する者
評議員 今里 健太 経営に見識を有する者
評議員 草野 水佳 特に必要と認められる者
評議員 仲栄真 勝 特に必要と認められる者
評議員 上与那原 寛之 特に必要と認められる者
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1-(5) 役員及び評議員
役職 姓 名 備考

5



1-(5) 役員及び評議員
役職 姓 名 備考

6



1-(5) 役員及び評議員
役職 姓 名 備考

注）１．「社会医療法人、特定医療法人及び医療法第４２条の３第1項の認定を受けた医療法人」以外の
医療法人は、記載しなくても差し支えないこと。

２．理事の備考欄に、当該医療法人の開設する病院、診療所、介護老人保健施設又は
介護医療院（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の管理者であることを
記載すること。（医療法第４６条の５第６項参照）

３．評議員の備考欄に、評議員の選任理由を記載すること。（医療法第４６条の４第１項参照）
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様式１︓2-(1)

事業報告書
2-(1) 本来業務
（開設する病院、診療所（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）

許可病床数
種類 施設の名称 指定管理 施設の医療機関コード 開設場所 一般病床 療養病床 医療保険 介護保険 精神病床 感染症病床 結核病床
病院 聖ヶ搭病院 4310121555 熊本市西区河内町船津897番地 0 0 0 0 0 0 0
病院 西日本病院 4310120730 熊本市東区八反田3－20－1 449 250 250 0 0 0 0
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2-(1) 本来業務
（開設する病院、診療所（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）

許可病床数
種類 施設の名称 指定管理 施設の医療機関コード 開設場所 一般病床 療養病床 医療保険 介護保険 精神病床 感染症病床 結核病床
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2-(1) 本来業務
（開設する病院、診療所（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）

許可病床数
種類 施設の名称 指定管理 施設の医療機関コード 開設場所 一般病床 療養病床 医療保険 介護保険 精神病床 感染症病床 結核病床
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2-(1) 本来業務
（開設する病院、診療所（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）

許可病床数
種類 施設の名称 指定管理 施設の医療機関コード 開設場所 一般病床 療養病床 医療保険 介護保険 精神病床 感染症病床 結核病床

注）１．地方自治法第２４４条の２第３項に規定する指定管理者として管理する施設については、指定管理の欄に記載すること。
２．療養病床に介護保険適用病床がある場合は、医療保険適用病床と介護保険適用病床のそれぞれについて内訳を記載すること。
３．介護老人保健施設又は介護医療院の許可病床数の欄は、入所定員及び通所定員を記載すること。
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様式１︓2-(1)

事業報告書
2-(1) 本来業務

（介護老人保健施設又は介護医療院（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）

種類 施設の名称 指定管理 施設の介護事業所番号 開設場所 入所定員 通所定員
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2-(1) 本来業務
（介護老人保健施設又は介護医療院（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）

種類 施設の名称 指定管理 施設の介護事業所番号 開設場所 入所定員 通所定員
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2-(1) 本来業務
（介護老人保健施設又は介護医療院（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）

種類 施設の名称 指定管理 施設の介護事業所番号 開設場所 入所定員 通所定員
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2-(1) 本来業務
（介護老人保健施設又は介護医療院（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）

種類 施設の名称 指定管理 施設の介護事業所番号 開設場所 入所定員 通所定員
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2-(1) 本来業務
（介護老人保健施設又は介護医療院（医療法第４２条の指定管理者として管理する病院等を含む。）の業務）

種類 施設の名称 指定管理 施設の介護事業所番号 開設場所 入所定員 通所定員

注）１．地方自治法第２４４条の２第３項に規定する指定管理者として管理する施設については、指定管理の欄に記載すること。
２．療養病床に介護保険適用病床がある場合は、医療保険適用病床と介護保険適用病床のそれぞれについて内訳を記載すること。
３．介護老人保健施設又は介護医療院の許可病床数の欄は、入所定員及び通所定員を記載すること。
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様式１︓2-(2)

事業報告書
2-(2) 附帯業務（医療法人が行う医療法第４２条各号に掲げる業務）

種類又は事業名 委託管理 実施場所 備考
訪問看護ステーションのぞみ 熊本市西区河内町船津897番地
訪問看護ステーション聖嶺 熊本市東区八反田3－20－1
西日本ケアセンター 熊本市東区八反田3－20－1

17



2-(2) 附帯業務（医療法人が行う医療法第４２条各号に掲げる業務）

種類又は事業名 委託管理 実施場所 備考

注）地方公共団体から委託を受けて管理する施設については、その旨を委託管理の欄に記載すること。
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様式１︓2-(3)

事業報告書
2-(3) 収益業務（社会医療法人又は医療法第４２条の３第 1 項の認定を受けた医療法人が行うことができる業務）

種類 実施場所 備考
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2-(3) 収益業務（社会医療法人又は医療法第４２条の３第 1 項の認定を受けた医療法人が行うことができる業務）

種類 実施場所 備考
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様式１︓2-(4)-(9)

事業報告書
2-(4) 当該会計年度内に社員総会又は評議員会で議決又は同意した事項

日付
令和7年5月28日
令和7年5月28日
令和7年6月28日

議決又は同意した事項
令和6年度決算案の承認
令和7年度理事長の選任
令和6年度会計監査報告の承認

注）2-(5)、2-(6)については、医療機関債を発行又は購入する医療法人が記載し、(7)以下については、病院、介護老人保健施設又は介護医療院を開設する医療法人が記載し、診療所のみを開設する医療法人は記載しなくても差し支えない
こと。



2-(5) 当該会計年度内に発行した医療機関債
発行総額 申込期間（開始日） 利率 償還方法
申込単位 申込期間（終了日） 払込期日 償還期限

注）医療機関債の発行総額、申込単位、申込期間、利率、払込期日、資金使途、償還の方法及び期限を記載すること。なお、発行要項の写しの添付に代えても差し支えない。
医療機関債を医療法人が引き受けた場合には、当該医療法人名を全て明記すること。

資金使途 医療機関債を引き受けた医療法人名



2-(6) 当該会計年度内に購入した医療機関債
医療機関債の発行により資産の取得が行われる医療機関と同一の二次医療圏内に自らの医療機関を有しており、
これらの医療機関が地域における医療機能の分化・連携に資する医療連携を行っており、
かつ、当該医療連携を継続することが自らの医療機関の機能を維持・向上するために必要である理由

医療機関債名 発行元医療法人名 購入総額 償還期間（開始日～終了日）

注）
１．医療機関債を購入する医療法人は、医療機関債の発行により資産の取得が行われる医療機関と同一の二次医療圏内に自らの医療機関を有しており、これらの医療機関が地域における医療機能の分化・連携に資する医療連携を行って
おり、かつ、当該医療連携を継続することが自らの医療機関の機能を維持・向上するために必要である理由を記載すること。
２．購入した医療機関債名、発行元医療法人名、購入総額及び償還期間を記載すること。なお、契約書又は債権証書の写しの添付に代えても差し支えない。



2-(7) 当該会計年度内に開設（許可を含む）した主要な施設
日付 開設（許可を含む）した主要な施設



2-(8) 当該会計年度内に他の法律、通知等において指定された内容
日付

注）全ての指定内容について記載しても差し支えない。

他の法律、通知等において指定された内容



2-(9) その他
日付 記載事項

注）当該会計年度内に行われた工事、医療機器の購入又はリース契約、診療科の新設又は廃止等を記載する。（任意）



様式第三号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　

所在地　熊本市西区河内町船津897番地 

１．資　　　 産　　　 額 千円

２．負　　　 債　　　 額 千円

３．純　　資　　産　　額 千円

（内　　訳） （単位：千円）

Ａ　流　動　資　産

Ｂ　固　定　資　産

Ｃ　資　産　合　計 （Ａ＋Ｂ）

Ｄ　負　債　合　計

Ｅ　純　　資　　産 （Ｃ－Ｄ）

 (注) 財産目録の価額は、貸借対照表の価額と一致すること。

土地及び建物について、該当する欄の□を塗りつぶすこと。

土　　　　地 （□ 法人所有　□ 賃借　■ 部分的に法人所有(部分的に賃借)）

建　　　　物 （□ 法人所有　□ 賃借　■ 部分的に法人所有(部分的に賃借)）

12,298,242

※医療法人整理番号

財 産 目 録

（令和8年 3月 31日現在）

13,724,785

1,426,543

12,298,242

区　　　　　　　　　　分 金　　　額

4,313,248

9,411,537

13,724,785

1,426,543



様式第一号

法人名 医療法人財団聖十字会 ※医療法人整理番号 01213
所在地 熊本県熊本市西区河内町船津８９７

貸借対照表
令和8年3月31日 現在

（単位︓千円）
資産の部　 負債の部　
科目　　 金額 科目　　　 金額

Ⅰ 流動資産 4,313,249 Ⅰ 流動負債 677,277
現金及び預金 2,945,106 買掛金 95,567
事業未収金 1,447,732 未払金 206,010
たな卸資産 38,430 未払費用 117,896
前払費用 14,594 未払消費税等 4,089
その他の流動資産 28,435 預り金 44,689
貸倒引当金 -161,048 賞与引当金 208,878
その他の流動資産 その他の流動負債 126

前受金
預り金
前受収益
その他引当金
その他の流動負債

Ⅱ 固定資産 9,411,537
1 有形固定資産 8,647,180 Ⅱ 固定負債 749,267

建物 13,753,456 退職給付引当金 749,117
構築物 222,574 その他の固定負債 150
医療用器械備品 2,450,165 繰延税金負債
その他の器械備品 711,863 その他引当金
土地 192,027 その他の固定負債
その他の有形固定資産 42,056
減価償却累計額 -8,724,961
その他の有形固定資産

負債合計　 1,426,544
純資産の部　

2 無形固定資産 48,598 科目　　　 金額
ソフトウェア 46,213 Ⅰ 基金
その他の無形固定資産 2,385
その他の無形固定資産 Ⅱ 積立金 12,298,242

設立等積立金 3,084
3 その他の資産 715,759 繰越利益積立金 12,295,158

有価証券 2,700 その他積立金
長期貸付金 16,298
繰延税金資産 519,241
その他の固定資産 177,520
役職員等長期貸付金
長期前払費用 Ⅲ 評価・換算差額等
繰延税金資産 その他有価証券評価差額金
その他の固定資産 繰延ヘッジ損益

純資産合計 12,298,242
資産合計　 13,724,786 負債・純資産合計 13,724,786

（注）１．表中の科目について、不要な科目は削除しても差し支えないこと。また、別に表示することが適当であると認められるものについては、当該資産、
　　　　　　負債及び純資産を示す名称を付した科目をもって、別に掲記することを妨げないこと。
　　　　２．社会医療法人及び特定医療法人については、純資産の部の基金の科目を削除すること。



様式第二号

法人名 医療法人財団聖十字会 医療法人整理番号 01213
所在地 熊本県熊本市西区河内町船津８９７

損 益 計 算 書
自 令和7年4月1日 至 令和8年3月31日

（単位︓千円）

Ⅰ 事業損益
Ａ 本来業務事業損益

1 事業収益 7,913,280
2 事業費用

(1) 事業費 8,363,677
(2) 本部費 298,812 8,662,489
本 来 業 務 事 業 損 失 749,209

Ｂ 附帯業務事業損益
1 事業収益 69,931
2 事業費用 61,171

附帯業務事業利益 8,760
Ｃ 収益業務事業損益

1 事業収益 0
2 事業費用 0

収益業務事業利益 0
事 業 損 失 740,449

Ⅱ 事業外収益
受取利息 4,818
その他の事業外収益 10,277 15,095

Ⅲ 事業外費用
支払利息 0
その他の事業外費用 371 371

経 常 損 失 725,725
Ⅳ 特別利益

固定資産売却益 1,246
その他の特別利益 0 1,246

Ⅴ 特別損失
固定資産売却損 76
その他の特別損失 0 76

税 引 前 当 期 純 損 失 724,555
法人税・住民税及び事業税 -5,453
法 人 税 等 調 整 額 -187,568 -193,021 
当 期 純 損 失 531,534

　 (注) １．利益がマイナスとなる場合には、「利益」を「損失」と表示すること。
２．表中の科目について、不要な科目は削除しても差し支えないこと。また、別に表示することが適当であると認められるものについては、
　　当該事業損益、事業外収益、事業外費用、特別利益及び特別損失を示す名称を付した科目をもって、別に掲記することを妨げないこと。

科目 金　　　　　　額



重要な会計方針等の記載及び貸借対照表等に関する注記 
 
 

１ 継続事業の前提に関する事項 
 
  該当なし 
 

２ 資産の評価基準及び評価方法 

 

（１） 有価証券 
移動平均法による原価法を採用しております。 

 

（２） たな卸資産 
最終仕入原価法を採用しております。 

 

３ 固定資産の減価償却の方法 

 
（１） 有形固定資産 
定率法を採用しております。 
但し、平成10年4月1日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）及び平成28年4月1日以降に
取得した建物付属設備及び構築物については、定額法を採用しております。 
 

（２） 無形固定資産 
定額法を採用しております。 
但し、ソフトウェア（法人内使用分）については、法人内における利用可能期間（5年）に基づく定
額法によっております。 

 

４ 引当金の計上基準 

 

（１） 貸倒引当金 
債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権及び破
産更生債権等については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

 

（２） 賞与引当金 
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当会計年度に負担すべ
き額を計上しております。 

 

（３） 退職給付引当金 
職員の退職給付に備えるため、当会計年度末における退職給付債務に基づき、当事業年度末
において発生していると認められる額を計上しております。なお当医療法人財団は、前々会計年
度末日の負債総額が200億円未満であることから、簡便法による期末自己都合要支給額を退職
給付債務とする方法を採用しております。 

 

  



５ 消費税及び地方消費税の会計処理の方法 

 

  消費税及び地方消費税の会計処理方法は税込方式を採用しております。 

 

６ その他貸借対照表等作成のための基本となる重要な事項 

 

（１） 補助金等の会計処理 
補助金等については、受け取った会計年度に一括して収益計上しております。 

 

（２）  補助金等の内訳並びに交付者、貸借対照表等への影響額 
 

 

内 訳 交付者 

損益計算書 

影響額 

（単位：千円） 

貸借対照表 

影響額 

（単位：千円） 

１ 生産性向上･職場環境整備等支援事業
補助金 

熊本県 27,960 － 

２ 医療機関等物価高騰対策支援金 熊本県 23,086  

３ その他 熊本県等 1,936 － 

 合  計  52,982 － 

 

７ 重要な会計方針を変更した旨等 
 
  該当なし 
 

８ 資産及び負債のうち収益業務に関する事項・収益業務からの繰入金の状況に関する事項 

 

  該当なし 

 

９ 担保に供されている資産に関する事項 

   

  該当なし 

   

  



１０ 法第５１条第１項に規定する関係事業者に関する事項 

 

（１） 法人である関係事業者 

種類 名称 所在地 
総資産額 

（千円） 
事業の内容 

関係事業

者との関

係 

取引の 

内容 

取引金額 

（千円） 
科目 

期末残高 

（千円） 

役員及びそ

の近親者が

株主総会の

議決権の過

半数を占めて

いる法人 

株式会社 

肥後メディ

カルズ 

(注）1 

熊本市

東区 

八反田

三丁目

22-65-

102 号 

4,524,524 

不動産、医

療用器具等

の賃貸 

診療報酬請

求事務、給

与計算業務

等の受託 

不動産等

の賃借 

医療事務

等の委託 

不動産等

の賃借 

医療事務

等の委託 

(注）2 

948,024 未払金 46,647 

  保証金 150,810 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注）1．当法人理事長末永英慈及びその近親者が株主総会の議決権の100%を占めている法人。 

（注）2．不動産の賃借料は、近隣相場等を参考に決定している。 

医療事務等の委託に関する取引価格は市場価格等を勘案して決定し、支払条件は当月末又は翌月末現金払いと

している。 

 

（２） 個人である関係事業者 

 

１１ 重要な偶発債務に関する事項 
 
  該当なし 
 

１２ 重要な後発事象に関する事項 
 
  該当なし 
 

１３ その他医療法人の財政状態又は損益の状況を明らかにするために必要な事項 

 

  該当なし 

     

種類 氏名 職業 関係事業者との関係 取引の内容 取引金額 （千円） 科目 期末残高（千円） 

 
該当 

なし 

   

 

    



様式５

様式５

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　　 

（１）法人である関係事業者

不動産等の賃借
医療事務等の委

託
(注）2

948,024

（２）個人である関係事業者

01213

（取引条件及び取引条件の決定方針等）

期末残高
（千円）

種類 氏名 職業 取引の内容
取引金額
（千円）

関係事業者
との関係

※医療法人整理番号

科目

保証金

科目

関係事業者との取引の状況に関する報告書

総資産額
（千円）

事業の内容
関係事業者
との関係

取引の内容
取引金額
（千円）

期末残高
（千円）

150,810

（取引条件及び取引条件の決定方針等）

種類 名称 所在地

役員及びその近親者
が株主総会の議決権
の過半数を占めてい
る法人

株式会社肥後メ
ディカルズ
(注）1

熊本市東区八反田三
丁目22-65-102号

4,524,524

不動産、医療用
器具等の賃貸
診療報酬請求事
務、給与計算業
務等の受託

不動産等の賃借
医療事務等の委

託

未払金 46,647



様式６ 

監 事 監 査 報 告 書 

 

 

医療法人財団聖十字会 

理事長 末永 英慈  殿 

 

 

 私は、医療法人財団聖十字会の令和7年会計年度（令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで）

の業務及び財産の状況等について監査を行いました。その結果につき、以下のとおり報告いたします。 

 

 

監査の方法の概要 

私は、理事会その他重要な会議に出席するほか、理事等からその職務の執行状況を聴取し、重要

な決裁書類等を閲覧し、本部及び主要な施設において業務及び財産の状況を調査し、事業報告を求

めました。また、事業報告書並びに会計帳簿等の調査を行い、計算書類、すなわち財産目録、貸借

対照表、損益計算書及び関係事業者との取引の状況に関する報告書の監査を実施しました。 

 

記 

 

監査結果 

(1) 事業報告書は、法令及び寄附行為に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。 

(2) 会計帳簿は、記載すべき事項を正しく記載し、上記の計算書類の記載と合致しているものと認め

ます。 

(3) 計算書類は、法令及び寄附行為に従い、損益及び財産の状況を正しく示しているものと認めます。 

(4) 理事の職務執行に関する不正の行為又は法令若しくは寄附行為に違反する重大な事実は認められ

ません。 

 

 

令和８年５月１１日 

医療法人財団 聖十字会 

監 事  森田 俊孝  

 

 





りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合

には、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に対する理事者及び監事の責任

理事者の責任は、厚生労働省令第95号(平成器年4月20日)において定められた医療法人

会計基準及びこれに関連する医政局通知等に準拠して計算書類を作成することにある。これに

は、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類を作成するために理事者が必要と判断

した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類を作成するに当たり、理事者は、継続事業の前提に基づき計算書類を作成することが

適切であるかどぅかを評価し、厚生労働省令第95号(平成那年4月20勵において定められた医

療法人会計墓準及びこれに関連する医政局通知等に基づいて継続事業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監事の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における理事の職務の執行を監視すること

にある。

計算書類の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどぅかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の

立場か.ら計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生す

る可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的

に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の墓準に従って、監査の過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示りスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示りス

クに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。

さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、

監査人は、りスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査

に関連する内部統制を検討する。

・理事者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに理事者によって行われた会計

上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・理事者が継続事業を前提として計算書類を作成することが適切であるかどぅか、また、入手

した監査証拠に基づき、継続事業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関

して重要な不確実性が認められるかどぅか結論付ける。継続事業の前提に関する重要な不確



実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又

は重要な不確実性に関する計算書類の注記事項が適切でない場合は、計算書類に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した

監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、法人は継続事業として存続できなくな

る可能性がある。

計算書類の表示及び注記事項が厚生労働省令第鮖号(平成器年4月加日)において定め

られた医療法人会計基準及びこれに関連する医政局通知等に準拠しているかどぅかを評価す

る。

監査人は、監事に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内

部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他

の事項について報告を行う。

利害関係

法人と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害

関係はない。

以 上



様式第四号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　　　 

（単位:千円）

令和7年4月 1日 残高

会計年度中の変動額合計

令和8年3月31日 残高
12,298,242

１．純資産の変動事由及び金額の掲載は、概ね貸借対照表における記載の順序によること。
２．評価・換算差額等は、科目ごとの記載に代えて評価・換算差額等の合計額を、前会計年度末残高、会計年度中の変動額及び会計年度末残高に区分して記載するこ
　とができる。この場合には、科目ごとのそれぞれの金額を注記すること。
３．積立金及び純資産の各合計欄の記載は省略することができる。

-          △531,534

-              -             3,084 12,295,158 12,298,242 -          -          -          

-              -             -             △531,534 △531,534 -          

△531,534

-          

△531,534 △531,534当期純利益

会計年度中の変動額

-              -             3,084 12,826,692 12,829,775

※医療法人整理番号

純 資 産 変 動 計 算 書

（自　令和7年4月1日　　至　令和8年3月31日）

-          -          -          12,829,775

01213

基金
（又は出資金）

積立金 評　価　・　換　算　差　額　等

純資産合計
代替基金 設立等積立金 繰越利益積立金 積立金合計

その他有価証　
券評価差額金

繰延ヘッジ 
損　　　益

評価・換算　
差額等合計



様式第五号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　　　 

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

１．有形固定資産、無形固定資産及びその他の資産について、貸借対照表に掲げられている科目の区分により記載すること。

２．「前期末残高」、「当期増加額」、「当期減少額」及び「当期末残高」の欄は、当該資産の取得原価によって記載すること。

３．当期末残高から減価償却累計額又は償却累計額を控除した残高を、「差引当期末残高」の欄に記載すること。

　

　

715,759

４．合併、贈与、災害による廃棄、滅失等の特殊な事由で増加若しくは減少があった場合又は同一の種類のものについて資産の総額の
  １％を超える額の増加は、その事由を欄外に記載すること。若しくは減少があった場合（ただし、建設仮勘定の減少のうち各資産科　
　目への振替によるものは除く。）

５．特別の法律の規定により資産の再評価が行われた場合その他特別の事由により取得原価の修正が行われた場合には、当該再評価差
  額等については、「当期増加額」又は「当期減少額」の欄に内書（括弧書）として記載し、その増減の事由を欄外に記載すること。

６．有形固定資産又は無形固定資産の金額が資産の総額の１％以下である場合又は有形固定資産及び無形固定資産の当該会計年度にお
　けるそれぞれの増加額及び減少額がいずれも当該会計年度末における有形固定資産又は無形固定資産の総額の５％以下である場合に　
　は、有形固定資産又は無形固定資産に係る記載中「前期末残高」、「当期増加額」及び「当期減少額」の欄の記載を省略することが
　できる。なお、記載を省略した場合には、その旨注記すること。

計 528,794 199,750 12,785 715,759 -           

14,758

保証金 152,300 5,800 4,290 153,810 -           -          153,810

長期前払費用 17,638 -          2,880 14,758 -           

2,700

長期貸付金 12,180 6,382 2,265 16,297 -           -          16,297

そ
の
他
の
資
産

投資有価証券 2,700 -          -          2,700 -           -          

無
形
固
定
資
産

-          

-          

計 88,023 30,693 77 121,078 72,481 16,248 48,597

72,481 16,248

電話加入権 2,461 -          77 2,384

46,213

195,883

-          -          

計 15,352,888 6,851,221 4,831,968 17,372,140 8,724,961 414,383 8,647,180

建設仮勘定 3,154,998 1,550,001 4,705,000 -          -           

その他の器械備品 706,598 15,360 10,096 711,862 663,088 19,471

有
形
固
定
資
産

建物 8,680,588 5,072,867 -          13,753,456 5,746,461 213,072 8,006,995

2,338 26,690

医療用器械備品 2,380,287 157,881 88,003 2,450,165 2,119,529 179,501 330,635

構築物 222,574 -          -          222,574

01213※医療法人整理番号

有 形 固 定 資 産 等 明 細 表

資産の種類
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額

当期償却額
差　　　引　
当期末残高

48,774

その他の有形固定資産 15,813 55,112 28,869 42,056 -           -          42,056

土地 192,027 -          -          192,027 -           -          192,027

繰延税金資産 331,673 187,568 -          519,241 -           -          519,241

-           -          2,384

ソフトウエア 88,000 30,693 -          118,694

出資金 6,491 -          3,350 3,141 -           -          3,141

敷金 432 -          -          432 -           -          432

ゴルフ会員権 5,378 -          -          5,378 -           -          5,378



様式第六号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　　　 

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

(注）貸倒引当金の当期減少額（その他）は、洗替えによる戻し入れ額であります。

１．前期末及び当期末貸借対照表に計上されている引当金について、設定目的ごとの科目の区分により記載す

　ること。

２．「当期減少額」の欄のうち「目的使用」の欄には、各引当金の設定目的である支出又は事実の発生があっ

　たことによる取崩額を記載すること。

３．「当期減少額」の欄のうち「その他」の欄には、目的使用以外の理由による減少額を記載し、減少の理由

　を注記すること。

退職給付引当金        719,725 100,504 71,113              - 749,116

208,878

貸倒引当金 162,933 161,048              - 162,933 161,048

賞与引当金        194,006 208,878 194,006              -

※医療法人整理番号

引 当 金 明 細 表

区　　　　　分
前期末残高 当期増加額

当期減少額 当期減少額
当期末残高

（目的使用） （そ の 他）

01213



様式第七号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　　　 

（千円） （千円） （％）

１．短期借入金、長期借入金（貸借対照表において流動負債として掲げられているものを含む。以下同じ。）

　及び金利の負担を伴うその他の負債（以下「その他の有利子負債」という。）について記載すること。

２．重要な借入金で無利息又は特別の条件による利率が約定されているものがある場合には、その内容を欄外

　に記載すること。

３．「その他の有利子負債」の欄は、その種類ごとにその内容を示したうえで記載すること。

４．「平均利率」の欄には、加重平均利率を記載すること。

５．長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。）及びその他の有利子負債については、貸借対照表日後

　５年内における１年ごとの返済予定額の総額を注記すること。

その他の有利子負債 － － － －

合　　　　　計 － － － －

１年以内に返済予定の　　　
長期借入金

－ － － －

長期借入金（１年以内に　　
返済予定のものを除く。）

－ － － －

短期借入金 － － － －

01213※医療法人整理番号

借 入 金 等 明 細 表

区　　　　　分
前 期 末 残 高 当 期 末 残 高 平均利率

返済期限



様式第八号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　　　 

【債　券】

（千円） （千円）

【その他】

（千円）

１．貸借対照表の流動資産及びその他の資産に計上されている有価証券について記載すること。

２．流動資産に計上した有価証券とその他の資産に計上した有価証券を区分し、さらに満期保有目的の債券及

　びその他有価証券に区分して記載すること。

３．銘柄別による有価証券の貸借対照表価額が医療法人の純資産額の１％以下である場合には、当該有価証券

　に関する記載を省略することができる。

４．「その他」の欄には有価証券の種類（金融商品取引法第２条第１項各号に掲げる種類をいう。）に区分し

　て記載すること。

（投資有価証券）株式会社ニュースカイホテル 54,000株 2,700

計 2,700

計

種　類　及　び　銘　柄  口 数 等
貸借対照表価額

該当なし

01213※医療法人整理番号

有 価 証 券 明 細 表

銘　　　　　　　　　柄
券  面  総  額 貸借対照表価額



様式第九の一号

法人名　医療法人財団　聖十字会　　　　　　

所在地　熊本市西区河内町船津897番地　　　 

１．売上原価には、当該医療法人の開設する病院等の業務に附随して行われるもの（売店等）及び収益業務の

　うち商品の仕入れ又は製品の製造を伴う業務について記載すること。

２．中区分科目には、それぞれ細区分を設け、売上原価については、商品（又は製品）期首たな卸高、当期商

品仕入高（又は当期製品製造原価）、商品（又は製品）期末たな卸高を、材料費、給与費、委託費、経費及

びその他の費用については、その内訳を示す費目を記載する様式によることもできる。

３．その他の事業費用には、研修費のように材料費、給与費、委託費及び経費の二つ以上の中区分に係る複合

費として整理した費目を記載する。

※医療法人整理番号

事　業　費　用　明　細　表

（単位：千円）

区　　　分

本 来 業 務 事 業 費 用 附帯業務　　　
事業費用

収益業務　　　
事業費用

合　　　計
事 業 費 本 部 費

01213

計

材料費 783,966 - 783,966 - - 783,966

5,159,259

委託費 1,110,806 - 1,110,806 37 - 1,110,843

給与費 4,837,214 263,278 5,100,492 58,766 -

1,609,838

売上原価 - - - - - -

経費 1,580,823 26,648 1,607,471 2,367 -

59,754

計 8,363,677 298,812 8,662,490 61,170 - 8,723,660

その他の事業費用 50,868 8,886 59,754 - -


